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(1) 動機：今日，少子化問題は以前にもまして関心を

持たれるようになった．わが国でも様々な少子化対

策が行われているが，いまだ有効な成果は出てい

ない．加えて 2010 年に行われた出生動向基本調

査から結婚持続期間が 15～19 年の夫婦での完結

出生児数が 1.96 とはじめて 2 を下回った．こうした

点からも今後の少子化対策は兄弟数を増やす視

点での政策を行う必要がある．出生力についての

研究は様々あるが，出生順位ごとでの出生力に関

する研究は少ない．第1子と第2子との出産時点で

の居住地に違いがあるとしたら少子化政策もそれ

ぞれの自治体ごとで変えていく必要があるといえる．

そこで自治体ごとの差異を把握するうえで本研究

では出生順位ごとの地域的差異を検証する． 
(2) アプローチ：本研究では特別区に通勤・通学する

する人の割合が常住人口の 1.5 パーセント以上で

ある市町村とこの基準に適合した市町村によって

囲まれている市町村と定義した首都圏を対象とし，

平成 22 年国勢調査における産業等基本集計の中

から家族類型・子供の項目を使用し，分母を核家

族全体とした 0 歳児のこどもをもつ世帯（夫婦とこど

もから成る世帯）の割合を市区町村ごとに算出した．

これを第 1 子，第 2 子，第 3 子，第 4 子以上の 4
つのカテゴリーにわけて検証を行った． 

(3) 意義：これまでのこどもの人数に関する分析では住

居移動を行った者も含んだ人数で分析しなければ

ならなかったが，0 歳児のこどもに対象を絞ることで

出生地ごとでの地域差の可視化を行うことを可能

にし，また要因を検証することも可能となった． 
(4) 結果：分析を行った結果，出生順位が高くなるにつ

れてこどもの多い地域が都心から郊外に移る傾向

になっていることがわかった．それぞれのカテゴリ

ーについて詳しく見ていくと，第 1 子では都心部を

中心に多い傾向にあるが特に多いのが埼玉県朝

霞市，戸田市や神奈川県川崎市といった東京都区

部に隣接した他県の市区に多かった．第 2 市では

東京都区部が少なくなったが，東京都区部に隣接

した他県の市区では第 1 子同様多い傾向にあり，

郊外部もこの地点で多くなっている．第 3 子，第 4
子以上では都心部で低くなる一方で，郊外部での

多さが顕著に表れる結果となった．この結果から新

たな子育て環境の要因研究を行うことを可能にした．

 

 
図 1：出生順位別に見たこども数の割合（平成 22 年） 


